




川崎病後遺症としての心血管障害が問題となっているが,我々の検討では明らかに冠動脈

異常があっても心電図上異常所見を残しているものは約 20%と少なく,はたして心筋病変

が存在するのかということが問題となる。最近内科領域でよくおこなわれる心の局所心筋

血流を反映し,虚血部位は摂取低下または欠損像として描出される塩化タリウム

(201TI-Cl)による心筋シンチグラムをおこない川崎病の心筋病変につき検討した。対象は,

冠動脈造影にて動脈瘤があった 11 例,動脈瘤がなかった 4例,動脈瘤が regress した 1例,

合計 16 例である。症例は図 1に示す。 


